
伝う夛二~同
①科学倫理の講義(5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けで､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D(全くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

肌講義や授業によって､科学倫理生命倫理等に関する知識が充実した｡ △ac。
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1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面)での考察で役に立ったり、

A③＠ロ別の機会における疑問につながった。

1
，．講義や授業の結果､倫理分野における自分の課題がみつかった。 ‘■A③Oロ

（
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

AB＠m調べて解決しようとした。

i
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

＆⑥ロすればよいかを想定できる。

(" JJ"" ，EcD5a.疑問点について、進んで質問をすることができた．

(，月⑪州…鮴雌た‘
P忽九'CD.7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた
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Fラァニ~同
①智学倫理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)へ｡D栓くできなかった)で自己評価する。

二②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。 I

1謎1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した。A@CD

［ 》
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。 ‐ @BCD

I
1c.講義や授業の結果､倫理分野における自分αZ課題がみつかった。 A@CD

I
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために､事後に文献やWeb等で

④BCD
． ／

調べて解決しようとした｡

i
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 ～△"CD

［
AE@D5a・疑問点について、進んで質問をすることができた。

（
7a.疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた ．｡⑭BCD
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Eファこ~詞
①斜学倫理の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義）

A(よくできた)～D栓＜できなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

を受けて、以下の項目が達成できたか

A＠cm1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。
ｰ

〔ｸ…"棚剣…
1a-2講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

["■､γ
1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった。

I
2a・講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

I
2b､倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。

I
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。 ’

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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『ファこ二~同
①登堂鐘浬の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する｡

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a-1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した6 A@CD

I
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会(場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった｡ ABCD

［
1C､講義や授業の結果､倫理分野における自分の課題がみつかった。 A@cD

I
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。 ABdD

［
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 A@CD

I
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた。 ABC@

｛

T問に思●内職質問を前提に毒"めるこ｡がで” ■ △＆c@

守
一

１
１
１
：
１
１
１
１

一

一



『アァJ ；
①卦学倫理の講義（5月オンライン特別講義、12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

r

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

｡②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

､職や授業によって科学細生命倫理等に関する知識が充割たG$⑥ロ

［
1a-2.講義や授業で得た知識が､別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった｡ ④Bco

1
・■Aeco1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分Q課題がみつかった。

［
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

”べて解決しようとした｡ ■A⑤”

f
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ 』

すればよいかを想定できる。 ■AE)Cp

I
血疑問点について《進んで質問をすることができたq ､ " JAEOD

I
eBCD7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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■ 伝う万二~同
①登堂鐘理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D(全くできなかった)で自己評価する。
●

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。
r

，

1a~1.講義や授業によって､科学倫理.生命倫理等に関する知識が充実した｡ A@CD

｛
1a弓2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

A"cD別の機会における疑問につながった。

（
QB'■CD1c.講義や授業の結果、倫理分野における.自分の課題がみつかった。

［
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために､事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとしたJJ _J-AE@D

I
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

･ すればよいかを想定できる。 △⑤CD

I
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた｡‐ ABGD

I
7a疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた ｡ AB@D
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Fラァニ~円
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義、12月オンライン特別講義）を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓＜できなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1ad1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した｡④B.CD

[仙噸…設嘩考 艫漁協[仙噸…設嘩考鯖熱穿
1a-2.講義や授業で得た知識が､別の機会(場面)での考察で役に立ったり《;‐

別の機会における疑問につながった。

［
1c・講義や授業の結果、倫理分野における自分Q課題がみつかった。

I
2a・講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。 ，

（
Zb.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。

I
5a｡疑問点について、進んで質問をすることができた｡

（
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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『ﾗｧﾆn℃
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

肌講義や授業によって､科学倫理.生命倫理等に関する知識が充実した89"。⑪

(鮒…‘……
'謎2講義や授業で得た知識が"別の機会(場面)での考察で役に立ったり､臼BCD別の機会における疑問につながった．

｛
1C.講義や授業の結果､倫理分野における自分の課題がみつかった。 ABC｡

［
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で、

調べて解決しようとした。 ABC@

［
2b._倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

J~fTILo℃
すればよいかを想定できる。

ABC｡5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

［
,恩棚に思う内容を‘質問を前提にまとめることができた■ 。 △＆⑥β
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庁ﾗ夛三~同
①餐学倫理の講義（5月オンライン特別講義12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a-1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した｡④BCD

（
1a･2.講義や授業で得た知識が､別の機会(場面)での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I
1c･講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった。

〔
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

（
Zb.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

ー ･すればよいかを想定できる。

｛
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7ab疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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伝う万二~口
①番学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D(全くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

g)Bc。極1a-L講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

（
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

i
1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分Q課題がみつかった。

［
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で．

_ 調べて解決しようとした。

I
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 ’

（
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた｡

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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ユー

辰ﾌ京二~同
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

を受けて、以下の項目が達成できたか
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④BCD1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

（
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I
lc.講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった。

［
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

‐ 調べて解決しようとした。

I
2b.倫理的な課題に取り組む際解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。

〔
． 今

5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

f
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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J『ファ=刃
①登裳鐘塁の講義（5月オンライン特別講義、12月オンライン特別講義）

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。 ：

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

を受けて､以下の項目が達成できたか

A@CD1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

〔㈲ら加皇州け岬。
1a-2講義や授業で得た知識が､別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

Bﾘの機会における疑問につながった。 ．

［
1c・講義や授業の結果、倫理分野における旦迦課題がみつかったd

［
2a6講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWbb等で

- 調べて解決しようとした。

I
2b・倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。

I
5a・疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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伝う万二~同
①餐学倫理の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓＜できなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

④EcD1a-1.講義や授業によって、科学倫理？生命倫理等に関する知識が充実した。

［
1a-2・講義や授業で得た知識が､別の機会（場面)での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I罐,微…卜'鮴柵湖徹"
1C.講義や授業の結果、倫理分野における自分Q課題がみつかった。

［
2a=講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。
ノ ．

I
2b.倫理的な課題に取り組む際解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。

［
-5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた ．。
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『ﾗｧｰｰ向
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。 ．

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する｡

1a-1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した｡ ↑④BCD

（
1aP2・講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり､

1

窯簔嚇著榊11 10角鋤講義=,織習”
に侭立｡保健風科小に吻尊蕊風船の繰固仁

男
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ l

の磯号

i閂〃

毒婁に侭立Fo保健凧/K-に吻卑厳厩肥の織風
n@cDL1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった｡、

｛
2a.≦講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

。 ‐ 調べて解決しようとした。 ③BCD

［
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

← すればよいかを想定できる． 1A@CD

I
④B~CD5a.疑問点について､進んで質問をすることができた。 ；

I
7a6疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた 。③BCD

I

談もbに

１
．
１

１
１
１



■庁ジァコ1
①登堂億浬の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

④BCDO

基ワ港之ちに ・ぃZ

1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

〔燃雌雲瀞募鍼鍬歎
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I
1c.講義や授業の結果、倫理分野における亘全里課題がみつかった。 ，

i
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために､-事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

〔
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

， すればよいかを想定できる。

［
5a・疑問点について、進んで質問をすることができたb

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

［

１
１
１
１
１
１
１

④BCD‐

A@CD

A@CD

A@CD

AB@D

ー

AB@D

ー



庁ジｱ=~円の

①登裳億塁の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか
A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a･1,講義や授業によっても科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した。④B-CD

［
1a-2.講義や授業で得た知識が､'別の機会（場面) jでの考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I
1c.講義や授業の結果、倫理分野における亘分の課題がみつかった。

i
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

I
2b｡倫理的な課題に取り組む際､解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 、

（
5aら疑問点について、進んで質問をすることができた。

[“⑭ゞの徽除ﾒｲ州榊“
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

｛

１
１
１
ｊ
１
１

A@CD

A@cD

A@CD

A③CD

△③CD
ー

A@cD



Fラァニ~河
①登菫鐘浬の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する｡‐

Ｄ
Ｄ
Ｄ
⑥
》
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｃ
Ｃ
ｃ

ｃ
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Ｃ
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Ｂ
Ｂ
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④
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Eファ二~河 ．
①黍I学倫理の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて今以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

A cD1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

嚥繩蝋縦：
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

憾鰯望篭競嚇蛾7仙、
1c.講義や授業の結果､倫理分野における亘分の課題がみつかった。

I…淵琴轌肇 "■
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

: 調べて解決しようとした。

{調Ⅳ､ね"､夛
Zb.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる｡、

（
5a"疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

I

１
１
．
１
１
１
１
１

AB@D

AB@D

ABC@

A@cD

A@cD

AB@D

～



JEラア言3
①甦堂鐘理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a-1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した．A@CD

I鰭猫喧 標紳仰”･伽ざ寺γ
1藤2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。 A@CD

I
1c講義や授業の結果､倫理分野における自分畷題がみつかった｡ f AB@D

〔
2a.､講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。 ‐ A@CD

（
2b・倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 AG>CD

I
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた｡ ABC@

1
7慾疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた :,AEc@

I

合3ざ(守I1

１
１
１
’
１
１
１
１

捧識

－



Fファ三n
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義、12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか
A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。
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伝う万三~河
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月､オンライン特別講義）を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する6

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

一
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Fファ=可
①發学倫理の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

締韓織1鋒
1a-1･講義や授業によって、科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した。

1噸柳側〈単語、"州仙 1
1aP2.講義や授業で得た知識が､別の機会（場面)での考察で役に立ったり、

別の磯会における疑問につながった。 eBcD

［ 1
1c.講義や授業の結果､倫理分野における自分醗題がみつかった｡ 、垂⑥｡

1"""識服州狩り'『帥 1
2a･講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

獄ふん恥
調べて解決しようとした。

〔州"÷Ⅷ'ﾙｨﾌ州’ﾄｲ鯛州伽 1
2h倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

aecjすればよいかを想定できる。 ．

[J"J"J"JJ"J "r"J"]
血疑問点について､進んで質問をすることができたd .JABOD

［ ］
@D7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。 AB

[JJJ.JJJ" "#｢J]

ー、

～



伝う万三刃
①饗学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

'謎'､講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した｡ A cD
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一

原ﾗｧ3
①登堂鐘埋の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

を受けて、以下の項目が達成できたか

AGCD
一

1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

IⅣ卿？ ■
1a-2.講義や授業で得た知識が､別の機会(場面)での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

［
‘二

1c・講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった。

1
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために､事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

［
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 ．

［
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

[
●

１
《
、
１
１
》
１
１
１

１

句
↓
。

一

ABCe

ABC｡

/、

ABC(P>

一

寺

A@CD

ABCn

ABe
一

D
七一

一



伝万二刃
①饗学倫理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

を受けて、以下の項目が達成できたか

A@CDla-1.講義弁授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

I
1a-2.講義や授業で得た知識が､別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

［
1c.講義や授業の結果、倫理分野における亘全里課題がみつかった。 →

I
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献や帆b等で

調べて解決しようとした｡

（
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 『

I
5a疑問点について、進んで質問をすることができた｡ ‘

f
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた ．

［

１
１
１
１
《
１
１
１

④BCD
ー

A@CD

A CD

A@cD

AB@D

AB@D

一



伝う夛二~日
一

①饗学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

④BCD1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

I
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

｛
1c・講義や授業の結果、倫理分野における亘全里課題がみつかった。

［
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした｡

I
2h倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できるb

I
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7a.疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた ．

［

１
１
１
《
１
１
１
‐

ABO'D

AB@D

AB@D

A@CD

AB@D

AQcD

一



一

庁ラァコ1
①彊学倫理の講義（5月オンライン特別講義12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する｡

1凌-1.講義や授業によって、科学倫理.生命倫理等に関する知識が充実した。

［専門…で､…州㈹
1aaZ講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。 ，

I
1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった。 、

I
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

［
班倫理的な識に取り組む際､解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる｡、

I
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた。

［
7a.疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた 。

［

④BCD

１
１
１
Ｊ
丁
３
１
３

A@CD

AB@D
一

A@CD
－

A@CD

AB@p

AB@D

里



Fファ=~1
①智学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）

A(よくできた)~D栓くできなかった)で自己評価する｡

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

を受けて、以下の項目が達成できたか

1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。 ABgD

I
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I
1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分の課題がみつかった。

｛
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした｡

（
2b.倫理的な課題に取り組む際､解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる｡. 、

f
5a・疑問点について、進んで質問をすることができた｡

（
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

I

１
１
１
１
１
１
１

4EpD

ABOD

AB@D

AB@D

一

ABQD

AB@､

、



L

伝ラァニ]ミ
①登堂盆塁の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

Iapl.講義や授業によって、科学倫理｡生命倫理等に関する知識が充実した｡-@BCD

（
- 1a.2.講義や授業で得た知識が、別の機会(場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。 …i@BcD

i
1C.講義や授業の結果､倫理分野における自分の謝誼がみつかった｡ _@BCD

｛
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。 ■aBcD

I
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 国BCD

I
QBCD5a・疑問点について、進んで質問をすることができた。

｛ ､⑳$､ロWa・疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた

〔

１
１
１
１
１
１
１



･』

①登堂億塁の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a-1.講義や授業によって、科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した. @BCD

［
1a-2.講義や授業で得た知識が､別の機会(場面）での考察で役に立った叺

別の機会における疑問につながった。 AB@D

（
1C.講義や授業の結果､倫理分野における自分の課題がみつかった。 A@)CD

（
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした｡‐ ④､BCD

（
2b.倫理的な課題に取り組む際､解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 ④BCD

I
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた。 AB@D

［
7a息疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた o AB@D

［

１
１
１
１
１
１
１

〆

ダベゾ



Fラァごヨ
①彊学倫哩の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義）を受けて､以下の項目が達成できたか

A(よくでぎた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

伽.講義や授業によって、科学倫理｡生命倫理等に関する知識が充実した｡&BcD

［
1a-2｡講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり､

ゞ■別の機会における疑問につ綱った｡ j A@CD

［ ■
1c.講義寿授業の結果､倫理分野における自分の課題がみつかった｡ AB@D

（
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために､事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした｡、 AB D

〔
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 <Ag@D

i
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた. / <!~1 ABC"

（
7a.疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた』 ｡ABc@

［

１
１
１
１
１
℃
１
１

）



一

雇う万=11
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。
b

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

④BCD1a．1,講義や授業によって、科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した。

(腓『'ざ㈹寄附野に閏す&詳手…
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

［
1c.講義や授業の結果､倫理分野における亘分の課題がみつかった。

（
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした｡

｛
2も.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる｡

｛
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた｡

I
7a.疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた 。

［

１
１
１

１
才
１
１
１

④BCD

④BCD 、

～

AB@D

A@CD

A@CD

A@CD

＝

、
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Fファで二~河
①饗学倫理の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。
9

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

M講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実したも②BCD

(ﾉ御の鈎裁？"這い訓諭M〃ｬ〃か雄鰄マした､W･#/<, １
１
１
１
１
１
ｊ

Ｂ

1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会･(場面）での考察で役に立ったり、

④BCD別の機会における疑問につながった。

I
1c.講義や授業の結果､倫理分野における自分畷題がみつかった。 'AB@D

I
_2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとしたか AB@D

[“雁卿!＝伽沖伽声w歌？
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 AB@D

｛
5a.疑問点について､進んで質問をすることができた。 IAB@D

”,?柵がでw、
7a』疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた 。 -A@CD

I解‘今鯏阿さ紬榊加“〆ん '和？'、



原ファ=1
①浸学倫理の講義（5月オンライン特別講義、12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する｡

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。 1

画cp1a?1.講義や授業によって､ '科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

［
1a-2.:講義や授業で得た知識が､別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

AB@D別の機会における疑問につながった。

（
1‘.講義や授業の結果､倫理分野における自分'2課題がみつかった｡t<ABc@

I
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために､事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした｡JJ. jJAB(aD

［
2b5倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。 AB@D

［
血疑問点について､進んで質問をすることができた6 ABC@

I
。 △B⑤p7a.疑問に思う内容を､質問を前提にまとめることができた

［

③

１
１
１
１
１
１
１

一
、



.『ラァーロ
①登裳金星の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する6

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

④B_CD1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

i〆■
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につなｶﾐった｡ 、

に
1C･講義や授業の結果､倫理分野における自分屯課題がみつかった。 、

傅融f秘尭"迄祁蝿/＃､考測‘〈必舜l.~"ろ診緑,尼
I
2a･講義や授業で生じた疑問を解消するために､事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。 ‐

f
2b.倫理的な課題に取り組む際､解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる6

i
5a・疑問点について、進んで質問をすることができた。

［
7a疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。
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『ファこ二~刊
①科学倫理の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓ぐできなかった)で自己評価する｡
◆

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a-1.講義や授業によって､科学倫理.生命倫理等に関する知識が充実した。 Aa)cD
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庁フテニ~FI J
①登堂盆浬の講義（5月オンライン特別講義､12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

講義や授業に…学柵生命倫理等に関する知識が充実し"△③“
尊厳死や穐稚命亨雰死にう1,での袋｡糊■
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1a-2.講義や授業で得た知識がざ別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった6 A@cD
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伝う万二利口
①控窒宝塁の講義(5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて､以下の項目が達成できたか
A(よくできた)～D栓＜できなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1agl.講義や授業によって､科学倫理｡生命倫理等に関する知識が充実した。④BCD

、
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､ 、Fﾗｧｰ~同
①智学倫哩の講義（5月オンライン特別講義､ 12月オンライン特別講義)を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D栓くできなかった)で自己評価する。
ざ

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

1a-1.講義や授業によって､科学倫理･生命倫理等に関する知識が充実した｡④BCD

〔{,毛 ¥℃脳｡$"〃壱"綱&麦"
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

｛
1c.講義や授業の結果、倫理分野における自分αl課題がみつかった。

[㈱宍&"ゞでｨ≦",ゞ、"皇，"誼か艸一
2a・講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やMb等で

調べて解決しようとしたb

I
2b.倫理的な課題に取り組む際、解決のためにどのような手順でアプローチ

‐すればよいかを想定できる。 、

i
5a6疑問点について、進んで質問をすることができた。

I
7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

I
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１
１
・
１
１
．
１
１
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･ Eファご日
①憂堂鐘理の講義（5月オンライン特別講義、 12月オンライン特別講義）を受けて、以下の項目が達成できたか

A(よくできた)～D(全くできなかった)で自己評価する。

②①で回答した根拠や事例をできるだけ下の括弧内に記入する。

④BCD1a-1.講義や授業によって、科学倫理・生命倫理等に関する知識が充実した。

i
1a-2.講義や授業で得た知識が、別の機会（場面）での考察で役に立ったり、

別の機会における疑問につながった。

I
1c.講義や授業の結果倫理分野におI士る自分Q課題がみつかった。

｛ 〃
2a.講義や授業で生じた疑問を解消するために、事後に文献やWeb等で

調べて解決しようとした。

（
2b.倫理的な課題に取り組む際解決のためにどのような手順でアプローチ

すればよいかを想定できる。

（
5a.疑問点について、進んで質問をすることができた｡

I
？ ‘ ・

7a.疑問に思う内容を、質問を前提にまとめることができた 。

｛
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